
食品ロス削減の推進に関する関係省庁会議（第２回） 

議事要旨 

 

日時・場所 

令和元年８月２９日（木） 10:00～10:50 

合同庁舎４号館 1214特別会議室 

 

出席者 

宮腰 内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全） 

橋本 消費者庁政策立案総括審議官 

矢野 文部科学省大臣官房審議官（初等中等教育局担当） 

浅沼 厚生労働省大臣官房生活衛生・食品安全審議官 

辺見 厚生労働省大臣官房審議官（社会、援護、人道調査、福祉連

携担当） 

池山 農林水産省大臣官房輸出促進審議官（兼食料産業局） 

島田 経済産業省大臣官房審議官（商務・サービス担当） 

松澤 環境省大臣官房審議官 

 

要旨 

○ 会議の開催にあたり、宮腰大臣から御挨拶があった。 

・ 法律の施行について、食品ロス削減月間である、10 月を目指

し、準備を進めるようお願いする。 

・ 前回会議後、各省大臣に報告した際の様子も含めて概算要求の

説明をお願いする。 

・ 法律成立後、各省の政務にお集まりいただいて、今後の取組の

方向性を共有する会議を開催するよう、事務方に指示するので、

各省の政務にも共有をお願いする。 

・食品ロス削減に向けて、社会的な関心が高まっている今こそ、

実効性ある取組を進めなければならない。その「覚悟」と「危

機感」を共有させていただきたい。 

 

○ 消費者庁から、資料１「食品ロス削減の推進に関する関係省庁

会議の開催について」の一部改正について説明があり、了承され



た。 

 

○ 消費者庁から、資料２「今後のスケジュールについて」の説明

があり、資料のスケジュールを目指し、進めていくことについて、

関係省庁の認識が共有された。 

 

○ 各省庁から、資料３「令和２年度概算要求について」の説明が

あった。 

 

○ 最後に、宮腰大臣から御発言があった。 

・ 今年度、来年度は、食品ロス削減に向けて、実効性のある取組

を示す必要がある「試金石」の年。しっかり取組を進めていた

だきたい。 

 

以上 

 

 


